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　１０

　１１

器
3
億
8
6
0
0
万
円（
　
・
63

9
％
減
）、伝
送
特
性
測
定
器

9
億
6
9
0
0
万
円
（
　
・
20

2
％
増
）、光
測
定
器
7
億
2

6
0
0
万
円（
　
・
3
％
減
）、

22

測
定
用
記
録
計
・
デ
ー
タ
処

理
装
置
8
億
1
0
0
万
円

（
3
・
0
％
増
）、
そ
の
他
の

電
気
測
定
器
　
億
8
3
0
0

53

万
円
（
　
・
6
％
増
）
で
あ

20

る
。半

導
体
・
I
C
測

定
器
は
2
1
3
億

9
3
0
0
万
円

　
生
産
金
額
で
電
気
測
定
器

の
　
・
1
％
を
占
め
る
半
導

62
体
・
I
C
測
定
器
は
9
月
は
、

生
産
金
額
は
2
1
3
億
9
3

0
0
万
円
（
　
・
5
％
減
）

28

と
な
っ
た
。前
月
比
で
は
2
・

8
％
減
。
9
月
の
生
産
数
量

は
1
1
5
1
台
。
こ
の
な
か

電気計測器593億円、分析機器は25・5％増

で
は
メ
モ
リ
I
C
テ
ス
タ
の

生
産
額
が
　
億
3
2
0
0
万

75

円
（
　
・
6
％
減
）
と
な
っ

27

て
お
り
、
半
導
体
・
I
C
測

定
器
の
　
・
2
％
を
占
め
る

35

だ
け
に
影
響
が
大
き
い
。

　
電
気
計
測
器
の
工
業
用
計

測
制
御
機
器
は
1
8
3
億
3

9
0
0
万
円
（
　
・
1
％
増
）

33

と
好
調
で
あ
る
。
前
月
比
は

　
・
0
％
増
。
内
訳
は
、
プ

85ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

用
計
測
制
御
機
器
1
8
1
億

3
6
0
0
万
円
（
　
・
2
％

36

増
）、フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
用
計
測
制
御
機

器
は
2
億
3
0
0
万
円（
　
・
56

0
％
減
）と
厳
し
い
状
況
だ
。

　
電
気
計
器
は
　
億
6
4
0

33

0
万
円
（
5
・
0
％
減
）。
内

訳
は
、
指
示
計
器
が
5
億
1

0
0
0
万
円（
　
・
2
％
増
）、

10

電
気
計
測
器
は

9
・
2
％
減

　
電
気
計
測
器
の
9
月
の
生

産
額
は
機
械
統
計
確
報
で
は

5
6
1
億
4
3
0
0
万
円
。

花
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

の
ま
と
め
で
は
、
5
9
3
億

3
4
0
0
万
円
（
集
計
項
目

が
少
し
異
な
る
た
め
）
で
あ

る
。
工
業
会
の
ま
と
め
に
よ

る
と
電
気
測
定
器
が
3
4
4

億
4
0
0
0
万
円
（
前
年
同

　
ア
ジ
ア
最
大
の
分
析
関
連

専
門
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
質

の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
、
専
門
分
野
の
商
談
の
場

と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
2
0

0
7
分
析
展
」（
第
　
回
）が
、

45

2
0
0
7
年
8
月
　
日
我
か

29

ら
　
日
画
の
3
日
間
、
千
葉

31
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
4
、
5
、
6
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。入
場
料
は
無
料
。

来
場
者
に『
分
析
機
器
総
覧
』

な
ど
を
無
料
配
付
す
る
。　07

年
2
月
1
日
か
ら
出
展
申
込

を
受
け
付
け
る
。
主
催
は
、

花
日
本
分
析
機
器
工
業
会

（
矢
嶋
英
敏
会
長
）。

　
分
析
展
は
、
1
9
6
2
年

（
昭
和
　
年
）
に
東
京
都
立

37

産
業
会
館
大
手
町
館
で
第
1

回
を
開
催
以
来
、
本
年
で
　45

回
目
の
開
催
と
な
る
。

　
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
分
析
が
拓
く
技
術
の

扉
」（

）。
同
会
は
、

基
礎
か
ら
最
先
端
・
最
新
の

分
析
技
術
ま
で
、
環
境
分
野

か
ら
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ま

で
様
々
な
分
野
に
貢
献
す
る

分
析
技
術
を
一
同
に
展
示

し
、「
分
析
」
に
関
し
て
日
本

最
大
規
模
の
総
合
展
示
会
を

企
画
し
て
い
る
。

　「
J
A
I
M
A
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」
は
、
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
性
格
を
学
術
的
、
技

術
指
向
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
人
材
育
成
等
の
企
業
活

動
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
含

む
内
容
に
な
る
。
開
催
日
数

も
昨
年
に
引
き
続
い
て
4
日

間
と
し
、
分
析
展
の
前
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
。

　
花
日
本
分
析
化
学
会
と
共

同
す
る
「
東
京
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ

る
。
産
学
連
携
の
新
情
報
や

分
析
手
法
の
基
本
原
理
を
中

心
と
し
た
テ
ー
マ
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　「
新
技
術
説
明
会
」「
研
究

機
関
コ
ー
ナ
ー
」
を
例
年
通

り
実
施
す
る
ほ
か
、
受
託
分

析
、
二
次
標
準
物
質
な
ど
に

携
わ
る
企
業
が
出
展
す
る

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
る
。

　
開
催
概
要
な
ど
は
、

月
比
　
・
4
％
減
、以
下
カ
ッ

22

コ
内
は
前
年
同
月
比
）。電
気

測
定
器
の
内
訳
を
見
る
と
、

電
圧
・
電
流
・
電
力
測
定
器

は
　
億
7
7
0
0
万
円（
　
・

12

27

3
％
増
）、波
形
測
定
器
　
億
17

2
6
0
0
万
円
（
　
・
3
％

10

減
）、無
線
通
信
測
定
器
　
億
17

7
9
0
0
万
円
（
　
・
4
％

48

減
）、
回
路
素
子
・
材
料
測
定

（1） 2006年（平成18年）12月10日（日）第 2656 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

9
月
の
計
量
計
測
機
器
生
産
、
2
0
0
7
分
析
展
開
催
決
定
　
陰
面

近
畿
計
量
大
会
特
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    隠
韻
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
漢
　
　
　
　
　
　
           吋
面

鎌
長
製
衡
・
金
本
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
桓
　
　
　
　
 右
面

計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
竿
　
　
　
　
　
 右
面

大
臣
表
彰
受
賞
者
紹
介
桓
、
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
、
ほ
か
　
 宇
面

天
空
へ
の
天
使
款
、社
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
堀
場
雅
夫
氏
が
受
賞
の
喜
び
、ほ
か
　
羽
面

　
経
済
産
業
省
が
　
月
　
日
に
公
表
し
た
9
月
の
機
械
統

11

13

計
確
報
に
よ
る
と
、
計
量
計
測
機
器
の
生
産
額
は
お
も
な

と
こ
ろ
で
前
年
同
月
比
で
増
え
た
の
は
、、工
業
用
長
さ
計

2
･
1
％
増
、
分
析
機
器
で
　
・
5
％
増
、
ガ
ス
メ
ー
タ

25

が
　
・
5
％
増
、
医
用
測
定
器
9
・
4
％
増
、
試
験
機
で

31
1
0
3
・
0
％
増
、
測
量
機
器
　
・
1
％
増
で
あ
る
。
減
っ

13

た
の
は
電
気
計
測
器
は
9
・
2
％
減
、
工
業
用
計
重
機
1
・

7
％
減
、
精
密
測
定
機
器
4
・
3
％
減
。
精
密
測
定
機
器

が
減
速
し
て
い
る
。

精
密
測
定
機
器
4・3
％
減
に

で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
同
会
2

0
0
7
分
析
展
委
員
会
事
務

局
（
担
当
：
小
川
・
木
村
）

＝
〒
1
0
1

0
0
5
4
、

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

1

　

1
、サ
ク
ラ
ビ
ル

10

3
F
、
電
話
0
3

3
2
9

2

0
6
4
2
、
F
A
X
0

3

3
2
9
2

7
1
5

7
、
電
子
メ
ー
ル

電
力
量
計
が
　
億
5
4
0
0

28

万
円
（
7
・
3
％
減
）。

　
放
射
線
測
定
器
は
　
億
1

11

2
0
0
万
円
（
　
・
4
％
減
）

32

で
あ
る
。

環
境
計
測
機
器

は
3
・
1
％
増

　
環
境
計
測
機
器
は
　
億
7

20

9
0
0
万
円（
3
・
1
％
増
）。

内
訳
は
、
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
、
騒
音
・
振
動
計
測
器

　
億
1
6
0
0
万
円
（
3
・

208
％
増
）、自
動
車
用
公
害
測

定
機
器
6
3
0
0
万
円（
　
・
16

0
％
減
）。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

ア
ジ
ア
最
大
の
分
析
関
連
専
門
イ
ベ
ン
ト

「
2
0
0
7
分
析
展
」8
月
　
日
〜
　
日

29

31

　
年
2
月
1
日
か
ら
出
展
申
込
受
付

07


